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人口 4,106人

高齢化率 24.5％

アンケート回収率

 509 / 1365（戸）⇒約37.3％

全地区（17アザ）から回収済み

武佐学区アンケート調査概要



47%

51%

2%
性別

男性

女性

無回答

問1 回答者属性（性別）

男性 ２３６名
女性 ２６１名
無回答 １２名
計 ５０９名

単一回答



2%

6%

11%

24%

33%

22%

2%

年齢割合

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

問2 回答者属性（年齢）

単一回答



24%

11%

16%15%
0%

30%

2% 2%
職業割合

会社員・公務員

自営業

アルバイト・パート

主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

問3 回答者属性（職業）

単一回答



13%

23%

34%

20%

4%
6%

家族構成

単身

夫婦のみ

親・子の二世代家族

親・子・孫の三世代家族

その他の家族構成

無回答

問4 回答者属性（家族構成）

単一回答



4%
8%

14%

14%

10%10%

34%

6%

居住歴

5年未満

10年未満

20年未満

30年未満

40年未満

50年未満

50年以上

無回答

問5 回答者属性（居住歴）

単一回答



武佐学区に関するアンケート
結果報告



126

201

153

12

17

0 50 100 150 200 250

なにかにつけ相談や、助け合っている

会えば立ち話をしている

会った時に挨拶をする程度

ほとんどもしくは全く付き合いがない

無回答

近所付き合いの例

近所付き合いの例

２５％

４０％

３０％

２％

３％

問6 近所付き合いの程度

単一回答



問6 クロス結果

年齢別

 20~39歳 （40人）

1位 会った時に挨拶する程度（24人）

 40~59歳（177人）

1位 会えば立ち話をしている（76人）

 60歳以上（281人）

1位 会えば立ち話をしている（112人）

居住歴別

 10年未満（48人）

1位 会った時に挨拶する程度（24人）

 50年以上（201人）

1位 会えば立ち話をしている（26人）



72%

18%

10%

住みやすさ

住みやすい

住みにくい

無回答

問7 地域の住みやすさ

住みやすい ３６４名
住みにくい ９２名
無回答 ５３名
計 ５０９名

単一回答



問7 クロス結果

年齢別

 20~39歳（40人）

住みやすい（55％）

住みにくい（32,5％） その他（12,5％）

 40~59歳（177人）

住みやすい（76,3％）

住みにくい（19,8％） その他（3,9％）

 60歳以上（281人）

住みやすい（76,1％）

住みにくい（16,7％） その他（7,2％）

居住歴別

 10年未満（48人）

住みやすい（67,5％）

住みにくい（30％） 不明（2,5％）

 50年以上

住みやすい（84,1％）

住みにくい（11,9％） 不明（5％）



137

33

98

165

18

0 50 100 150 200

住みやすい理由

住みやすい理由

問7-① 住みやすい理由

複数回答

その他

住民同士のつながりが強いから

街並や景色が綺麗から

利便性が良いから

治安が良いから



8

14

43

26

15

0 20 40 60

住みにくい原因

住みにくい理由

問7-② 住みにくい原因

複数回答

利便性が悪いから

その他

住民同士のつながりが弱いから

街並や景色が良くないから

治安が悪いから



3%
9%

22%

55%

3%
2%

6%

参加率

主催者として参加

協力者として参加

一般客として参加

参加していない

開催すら知らなかった

その他

無回答

問8 ムシャリンドウ展覧会
（参加形態・参加率）

複数回答



196

116

105

175

125

119

46

14

0 50 100 150 200 250

中山沿いに歴史的な街並みが継承されている

新たな開発や大きな変化がなく静かである

住民は地域に対し、親しみや誇りをもって暮らしている

田畑の風景など、自然に恵まれている

琵琶湖や安土城跡など、観光地が近隣に存在している

近所付き合いが深く、互いに見守りあっている

住民がまちづくりに対して積極的である

その他

武佐学区の自慢・魅力

問9 武佐学区の自慢・魅力

複数回答



問9 クロス結果

居住歴別

 10年未満（48人）

1位 田畑の風景など、自然に恵まれている（18人）

2位 中山道沿いに歴史的な街並みが継承されている（17人）

3位 新たな開発や大きな変化がなく静かである（10人）

 ５０年以上（201人）

1位 中山道沿いに歴史的な街並みが継承されている（86人）

2位 近所づきあいが深く、互いに見守り合っている（72人）

3位 田畑の風景など、自然に恵まれている（67人）



0 50 100 150 200

中山道に関して

問10 活性化に中山道を
活用する際の方向性

86

59

67

172

123

79
42

60

73
75

82
39

5
17活用していく必要はない

その他
癒しの空間づくり
観光客の誘致
地域のＰＲ

まちづくりのきっかけ
地域の誇りづくり

地域コミュニティーの形成・再生
地域連携の場

景観づくり
町並・景観保全

地域資源の発掘・再確認・継承
情報収集・交換の場

地域意識の高揚のきっかけ



学区全体でのイベント開催
中山道のＰＲ

空き家の利活用
配食サービス

子育てサロン等子育て支援活動
一人暮らし高齢者の安否確認

防災マップの作成
災害図上訓練（DIG）

地域防災訓練
防犯マップの作成
防犯パトロール

児童の見守り活動
植樹活動

生活道路の整備
道路、公園、河川敷清掃や草刈り

住民スポーツ大会
住民運動会
地域のお祭り

0 100 200 300 400

活性化に必要なもの

問11 活性化に必要なもの

138

273
101

67
258

245
72

254
253

123
255

148
187

356
137

106
272

168

住民活動

生
活
環
境

防犯・防火
・交通安全

防災

保
健
福
祉

武佐学区の
活性化 ５７８

５９９

５９０

６３０

５７５

４４１



20～39歳区分（40人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（30票）

児童見守り活動（29票）

生活道路の整備（28票）

空き家の利活用（28票）

40～59歳区分（177人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（128票）

地域のお祭り（109票）

空き家の利活用（105票）

60歳以上区分（281人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（195票）

道路、公園、河川清掃や、草刈り（143票）

地域のお祭り（142票）

クロス集計

年齢別



20～39歳区分（40人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（30票）

児童見守り活動（29票）

生活道路の整備（28票）

空き家の利活用（28票）

40～59歳区分（177人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（128票）

地域のお祭り（109票）

空き家の利活用（105票）

60歳以上区分（281人） → 一人暮らしの高齢者安否確認（195票）

道路、公園、河川清掃や、草刈り（143票）

地域のお祭り（142票）

クロス集計

年齢別



 武佐学区の歴史

 医療機関がないので診療所が欲しい。街並みは変わってしまったが、歴史
を掘り起こしてみてはどうだろう？ご近所づきあいは、暇があればよそ様の
中傷、昔はもっと細やかな気遣いがあったようにも

 中山道沿いの史跡を公開してはどうか

 配食サービス

 １ヶ月に１・２回の配食サービス

 高齢者の配食サービス

 地域活動について

 地域活動が多い中、一部の人しか活動していないので負担が大きいので
は

 行事に参加しなければ白い目で見られるのが苦痛

 住民に負担が少ない活動が良い

 無関心な人が多いので全年代が参加できるイベント

自由記述意見紹介（一部）

詳細は別紙参照



まとめ（学生意見）

地域課題は、「ヨソモノ」でもなく、行政でもなく、
地域住民が主体となって、解決するべきである

アンケート内 問１１の設問は、現在、ソフト面において
住民の方々が必要としているものであり、着目すべき地域課題といえる

※年代別クロス集計において、一人暮らしの高齢者安否確認は最も多い数字が出ている

武佐学区において、現在取り組むべきものは、
一人暮らしの高齢者安否確認ではないか？

したがって…



ご静聴ありがとうございました

（＾ｕ＾）


